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な
ど

高齢化社会を支える上で、医療の充実は不可欠です。
特に、「住み慣れた場所で暮らし続けたい」と願うお年
寄りは少なくなく、また、その思いをくみたいと考え
るご家族の声も耳にします。常日ごろから患者一人一
人の健康状態を把握するかかりつけの医師や、万一の
体調変化に対応できる高度医療機関が身近にあること
は、地域で安心して暮らすための大きな要素であり、
まちづくりの一つと考えています。
一方で、医師や看護師の不足という問題があります。
とりわけ地方、中山間地などは深刻であり、医師の高
齢化や後継者不足による無医地区の増加などといった
懸念もあることから、地域医療の確保が急務であると
認識しています。
市としては、地域の医師不足を補うべく、市立病院
による無医地区への巡回診療を実施し、定期診療の機
会を設けているほか、受診しやすい環境づくりとして
広域生活バスのきめ細かな運行に努めています。
また、地域医療を担う人材の育成・確保の足掛かり
として、子どもたちが医療職を志すきっかけの場とな
るよう、市独自の奨学金制度（※）を設け、医学生や
看護学生の修学を支援しているほか、毎年、中学生を
対象とした医療現場体験事業を実施しています。これ
までに、この奨学金を利用した看護学生３人が、市内
の医療機関で勤務を始めました。
少しずつではありますが、施策が実を結びつつある
ことを実感しています。
※平成２６年度奨学生募集のお知らせを、２２ページに掲
載しています。

商品化した「なたね油」を披
露する、仲井代表理事（中央）

と、山本耕一総務部長（左）。（１月９日）

「エッサくんも持っています」
今月の表紙

お会計で取り出したお気に入りの
マイバッグ。これだけでも地球の環
境保護に役に立っているなんて、な
んだか自分が誇らしく思えてきまし
たよ。
・撮 影 日 ２月１２日
・撮影場所 安来町

地域医療の担い手を

応援しています

●
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昨
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に
設
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組
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法
人

「
の
き
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代
表
理
事
）

が
、
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業
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大
区
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し
た
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備 考

その他、冷
暖房費・音
響・舞台・
照明などの
設備器具使
用料も引き
上げとなり
ます。

改定後の料金
５，４００円
７，１２０円
８，８５０円
１２，５２０円
１５，９８０円
２１，３８０円
６４０円～１，６２０円
８６０円～２，１６０円

１，０８０円～２，７００円
１，５１０円～３，７８０円
１，９４０円～４，８６０円
２，５９０円～６，４８０円

【９時～１２時】
【１３時～１７時】
【１８時～２２時】
【９時～１７時】
【１３時～２２時】
【９時～２２時】
【９時～１２時】
【１３時～１７時】
【１８時～２２時】
【９時～１７時】
【１３時～２２時】
【９時～２２時】

現在の料金
５，２５０円
６，９３０円
８，６１０円
１２，１８０円
１５，５４０円
２０，７９０円
６３０円～１，５７５円
８４０円～２，１００円

１，０５０円～２，６２５円
１，４７０円～３，６７５円
１，８９０円～４，７２５円
２，５２０円～６，３００円

【９時～１２時】
【１３時～１７時】
【１８時～２２時】
【９時～１７時】
【１３時～２２時】
【９時～２２時】
【９時～１２時】
【１３時～１７時】
【１８時～２２時】
【９時～１７時】
【１３時～２２時】
【９時～２２時】

場所・区分

ホ ー ル

会 議 室
（小・中・大）

備 考
営利目的の
場合、料金
が異なりま
す。

改定後の料金
【調理実習室】５４０円
【講義室、音楽室】６４０円
【講堂】１，０８０円
【放送設備一式】３２０円

【大会議室】６４０円
【農産加工実習室】５４０円

現在の料金
【調理実習室】５２０円
【講義室、音楽室】６３０円
【講堂】１，０５０円
【放送設備一式】３１０円

【大会議室】６３０円
【農産加工実習室】５２０円

場所・区分
安来中央
交流センター
広瀬中央
交流センター
伯太中央
交流センター

（農村環境改善センター）

備 考
スクールの
各コース料
金（受講料）
の改定内容
は、次号で
お知らせし
ます。

改定後の料金

会員…２，１６０円、家族会員…１，０８０円
※年会費。

一般…５１０円、高校生…４１０円
中学生…３００円、小学生…２００円
※１回につき６時間以内。

現在の料金

会員…２，１００円、家族会員…１，０５０円
※年会費。

一般…５００円、高校生…４００円
中学生…３００円、小学生…２００円
※１回につき６時間以内。

場所・区分

スイミングスクール

個 人

４月１日から、消費税・地方消費税の税率が５パーセントから８パーセント
に引き上げられることに伴い、市の公共施設使用料や水道料金などの各種使用
料等が変わります。
ここでは、改定となる主な使用料等を掲載しています。詳しくは、担当課でご確認ください。

※税込額を掲載しています。なお、新たな税率で計算した場合でも、端数処理の関係上、料金が変
わらないものもあります。同区分内で一部を改定するものは、変更のない区分も掲載しています。

【交流センター】※料金は１時間当たり ●問い合わせ…地域振興課 ℡２３‐３０７０

使使用用料料等等がが変変わわりりまますす

【市民プール】 ●問い合わせ…地域振興課 ℡２３‐３０７５

消費税および地方消費税の改定のため

【市民会館】 ●問い合わせ…地域振興課 ℡２３‐３０７０

３



備 考
個別使用は
別料金
個別使用は
別料金
全面使用は
別料金

改定後の料金
【全面】一般…１，６２０円、高校生…１，０７０円
中学生以下…８１０円

【全面】一般…６４０円、高校生…４３０円、
中学生以下…３２０円

一般…３１０円、高校生…２１０円

【９時～１８時】中学生…２７０円、
高校生…３５０円、一般…５４０円

【１８時～２２時】中学生…４００円、
高校生…５４０円、一般…８１０円

【全面】一般…９９０円、高校生…６５０円、
中学生以下…４９０円

【全面】一般…１７０円、高校生…１００円、
中学生…８０円

【全面】大体育室…８８０円、
小体育室１８０円、観客席１８０円

【９時～１８時】一般…２７０円、
高校生１７０円、中学生以下…１３０円

【１８時～２２時】
一般…４００円、高校生…２７０円、
中学生以下…１９０円

【９時～１８時】一般…８１０円、
高校生…５４０円、中学生…４００円

【１８時～２２時】一般…１，２００円、
高校生…８１０円、中学生…６００円

一般…５４０円、高校生…３５０円、
中学生以下…２７０円

【多目的広場】一般…８６０円、
高校生…５７０円、中学生以下…４３０円
※夜間照明は２，７８０円（３０分当たり）

一般…１，０８０円、高校生…７２０円、
中学生以下…５４０円

【コート】一般…３７０円、
高校生…２４０円、中学生以下…１８０円

【夜間照明】 ３２０円
一般…８６０円、高校生…５７０円、
中学生以下…４３０円
一般…６２０円、高校生…４１０円、
中学生以下…３１０円
【庭球場】一般…３２０円（１時間当たり）
【野球場】４９０円（３０分当たり）

現在の料金
【全面】一般…１，５７０円、高校生…１，０４０円
中学生以下…７８０円、

【全面】一般…６３０円、高校生…４２０円、
中学生以下…３１０円

一般…３００円、高校生…２００円

【９時～１８時】中学生…２６０円、
高校生…３４０円、一般…５２０円

【１８時～２２時】中学生…３９０円、
高校生…５２０円、一般…７８０円

【全面】一般…９６０円、高校生…６４０円、
中学生以下…４８０円

【全面】一般…１６０円、高校生…１００円、
中学生…８０円

【全面】大体育室…８６０円、
小体育室１８０円、観客席１８０円

【９時～１８時】一般…２６０円、
高校生１７０円、中学生以下…１３０円

【１８時～２２時】
一般…３９０円、高校生…２６０円、
中学生以下…１９０円

【９時～１８時】一般…７８０円、
高校生…５２０円、中学生…３９０円

【１８時～２２時】一般…１，１７０円、
高校生…７８０円、中学生…５８０円

一般…５２０円、高校生…３４０円、
中学生以下…２６０円

【多目的広場】一般…８４０円、
高校生…５６０円、中学生以下…４２０円
※夜間照明は２，７００円（３０分当たり）

一般…１，０５０円、高校生…７００円、
中学生以下…５２０円

【コート】一般…３６０円、
高校生…２４０円、中学生以下…１８０円

【夜間照明】３１０円
一般…８４０円、高校生…５６０円、
中学生以下…４２０円
一般…６００円、高校生…４００円、
中学生以下…３００円
【庭球場】一般…３１０円（１時間当たり）
【野球場】４８０円（３０分当たり）

場所・区分

競 技 場

格 技 場

トレーニング室

南 体 育 館

大体育室

小体育館

照 明

広 瀬 体 育 館

伯 太 体 育 館

安 来 球 場
安来西部球場

伯太運動広場

安来運動公園野
球場・広瀬中央
公園野球場

庭 球 場

陸上競技場

広瀬中央公園
陸 上 競 技 場
広瀬中央公園
夜 間 照 明

市
民
体
育
館

広
瀬
中
央
公
園
・

総
合
体
育
館

安
来
運
動
公
園

※料金は１時間当たり。（営利目的、スポーツ目的外、入場料を徴収する場合などは料金が異なる場合があります）

【体育館・野球場・庭球場・陸上競技場】 ●問い合わせ…地域振興課 ℡２３‐３０７５

４



備 考改定後の料金

【９時間まで】１００円（１時間当たり）
【１０時間～２４時間】１，０２０円

【１カ月】４，３２０円
【１カ月】学生など…１，０２０円、
一般…１，２３０円

【３カ月】学生など…２，５７０円、
一般…３，０８０円

【１カ月】学生など…１，５４０円、
一般…１，８５０円

【３カ月】学生など…３，８５０円、
一般…４，６２０円

現在の料金

【９時間まで】１００円（１時間当たり）
【１０時間～２４時間】１，０００円

【１カ月】４，２００円
【１カ月】学生など…１，０００円、
一般…１，２００円

【３カ月】学生など…２，５００円、
一般…３，０００円

【１カ月】学生など…１，５００円、
一般…１，８００円

【３カ月】学生など…３，７５０円、
一般…４，５００円

自 転 車
（ 定 期 ）

原動機付
自 転 車
（定期）

場所・区分

東小路駐車場

新町駐車場

安来駅駐輪場
荒島駅駐輪場

備 考

１枚で３個ま
で収集可。
（年２回まで）

改定後の料金

【２０枚入り】大…９２０円、中…７２０円、
小…５００円

【２０枚入り】大…７２０円、中…６２０円、
小…５００円

【１枚当たり】１０２円

【１００㎏】４１０円
【１００㎏超】
５０㎏ごとに２００円を加算

【１００㎏まで】１，６４０円
【１００㎏超】
５０㎏ごとに８２０円を加算

【１枚】５１０円

【１８㍑当たり】１８５円

【１８㍑当たり】１８９円

【１８㍑当たり】１９４円

【１８㍑当たり】２０１円

【１８㍑当たり】１９０円

現在の料金

【２０枚入り】大…９００円、中…７００円、
小…５００円

【２０枚入り】大…７００円、中…６００円、
小…５００円

【１枚当たり】１００円

【１００㎏まで】４００円
【１００㎏超】
５０㎏ごとに２００円を加算

【１００㎏まで】１，６００円
【１００㎏超】
５０㎏ごとに８００円を加算

【１枚】５００円

【１８㍑当たり】１８０円

【１８㍑当たり】１８３円

【１８㍑当たり】１８８円

【１８㍑当たり】１９６円

【１８㍑当たり】１８４円

広瀬町と伯太町を除く
市内全域
広瀬、石原、町帳、
富田、祖父谷、
下山佐、菅原

布部、宇波、上山佐

西比田、梶福留、
東比田、奥田原、
西谷

伯 太 町

場所・区分

ごみ収集指定袋
（可燃ごみ用）

ごみ収集指定袋
（不燃ごみ用）

事業用ごみ収集券

ごみ搬入手数料
（家庭排出物）

ごみ搬入手数料
（事業所排出物）

粗大ごみ収集券
（家庭排出物）

広

瀬

町

し
尿
く
み
取
り
料

【環境】 ●問い合わせ…環境政策課 ℡２３‐３１０２

【駐車場・駐輪場】 ●問い合わせ…商工観光課 ℡２３‐３３３５

５



備 考改定後の料金

一般…５１０円、６５歳以上・中学生・高
校生…３００円、４歳～小学生…２００円
【プール付】一般…８２０円、
６５歳以上・中学生・高校生…６１０円、
４歳～小学生…４１０円

一回…５１０円

一般…１０，２８５円、シルバー…６，１７０円、
家族…２５，７１０円、法人…５１，４２５円
一般…５１０円、６５歳以上・中学生・高
校生…３００円、４歳～小学生…２００円

【１室】２，０５０円（１時間当たり）

【１室】１，０２０円（１時間当たり）

現在の料金

一般…５００円、６５歳以上・中学生・高
校生…３００円、４歳～小学生…２００円
【プール付】一般…８００円、
６５歳以上・中学生・高校生…６００円、
４歳～小学生…４００円

１回…５００円

一般…１０，０００円、シルバー…６，０００円、
家族…２５，０００円、法人…５０，０００円
一般…５００円、６５歳以上・中学生・高
校生…３００円、４歳～小学生…２００円

【１室】２，０００円（１時間当たり）

【１室】１，０００円（１時間当たり）

場所・区分

入 浴 料

トレーニン
グ ル ー ム
会 員 券
（ 半 年 ）
一 般 浴 室
入 浴 料
家 族 風 呂
入 浴 料
介 助 風 呂
入 浴 料

夢
ラ
ン
ド
し
ら
さ
ぎ

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

備 考

土日祝日や
入場料を徴
収する場合
は、割り増
し料金とな
ります。ま
た、冷暖房・
音響・舞台・
照明などの
設備器具の
使用も別料
金となりま
す。

改定後の料金

【９時～１２時】 ９，１００円
【１３時～１７時】１２，０８０円
【１８時～２２時】１５，１２０円
【９時～１７時】１８，１００円
【１３時～２２時】２４，１２０円
【９時～２２時】３０，２４０円

【９時～１２時】 ６４０円
【１３時～１７時】 ８６０円
【１８時～２２時】１，０８０円
【９時～１７時】１，５１０円
【１３時～２２時】１，９４０円
【９時～２２時】２，５９０円

【実習室、ＯＡ教室】１，０２０円
【第１・第３・市民教室】８２０円
【第２教室】７２０円、【会議室】６１０円
【視聴覚教室】１，９５０円

【実習室、ＯＡ教室】１，２３０円
【第１・第３・市民教室】１，０２０円
【第２教室】９２０円、【会議室】７２０円
【視聴覚教室】２，２６０円

１棟（４人用）１泊…１２，３００円

１張（５～６人用）１回…１，８５０円

現在の料金

【９時～１２時】 ８，８５０円
【１３時～１７時】１１，７５０円
【１８時～２２時】１４，７００円
【９時～１７時】１７，６００円
【１３時～２２時】２３，４５０円
【９時～２２時】２９，４００円

【９時～１２時】 ６３０円
【１３時～１７時】 ８４０円
【１８時～２２時】１，０５０円
【９時～１７時】１，４７０円
【１３時～２２時】１，８９０円
【９時～２２時】２，５２０円

【実習室、ＯＡ教室】１，０００円
【第１・第３・市民教室】８００円
【第２教室】７００円、【会議室】６００円
【視聴覚教室】１，９００円

【実習室、ＯＡ教室】１，２００円
【第１・第３・市民教室】１，０００円
【第２教室】９００円、【会議室】７００円
【視聴覚教室】２，２００円

１棟（４人用）１泊…１２，０００円

１張（５～６人用）１回…１，８００円

場所・区分

ホ ー ル

練 習 室

９時～
１７時

１７時～
２１時

コ テ ー ジ

テ ン ト

安
来
節
演
芸
館

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
上
の
台
緑
の
村

【健康増進施設】 ●問い合わせ…高齢者安心課 ℡２３‐３２２８

【市内各施設】 ●問い合わせ…商工観光課 ℡２３‐３３４１
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備 考改定後の料金
６５歳以上…３００円
大人（高校生以上）…４１０円
小中学生・障がい者…２５０円

６５歳以上…３００円
大人（高校生以上）…４１０円
小中学生・障がい者…２５０円

現在の料金
６５歳以上…３００円
大人（高校生以上）…４００円
小中学生・障がい者…２５０円

６５歳以上…３００円
大人（高校生以上）…４００円
小中学生・障がい者…２５０円

場所・区分

富 田 山 荘
（ 入 浴 料 ）

湯 田 山 荘
（ 入 浴 料 ）

備 考改定後の料金

【基本料金（８㎥まで）】
１３㎜…１，０８０円
２０㎜…１，４５８円
２５㎜…２，３７６円
※メーターの口径により異なります。
※３０㎜以上はお問い合わせください。

【従量料金（１㎥当たり）】
９㎥～ １５㎥…１３１．７６円
１６㎥～ ２０㎥…１３７．１６円
２１㎥～ ４０㎥…１５６．６０円
４１㎥～１００㎥…１７４．９６円
１０１㎥～５００㎥…１８０．３６円
５０１㎥以上 …１８４．６８円

１３㎜… ３８，８８０円
２０㎜…１０８，０００円
２５㎜…１８３，６００円
※メーターの口径により異なります。
※３０㎜以上はお問い合わせください。

現在の料金

【基本料金（８㎥まで）】
１３㎜…１，０５０．００円
２０㎜…１，４１７．５０円
２５㎜…２，３１０．００円
※メーターの口径により異なります。
※３０㎜以上はお問い合わせください。

【従量料金（１㎥当たり）】
９㎥～ １５㎥…１２８．１０円
１６㎥～２０㎥…１３３．３５円
２１㎥～ ４０㎥…１５２．２５円
４１㎥～１００㎥…１７０．１０円
１０１㎥～５００㎥…１７５．３５円
５０１㎥以上 …１７９．５５円

１３㎜… ３７，８００円
２０㎜…１０５，０００円
２５㎜…１７８，５００円
※メーターの口径により異なります。
※３０㎜以上はお問い合わせください。

場所・区分

水 道 料 金
（１カ月当たり）

水 道 加 入 者
分 担 金

備 考改定後の料金

【基本料金（８㎥まで）】
１，２２９．０４円

【超過料金（１㎥当たり）】
９㎥～ １５㎥…１７９．２８円
１６㎥～ ２０㎥…１９１．１６円
２１㎥～ ４０㎥…２１７．０８円
４１㎥～１００㎥…２６８．９２円
１０１㎥～５００㎥…３４５．６０円
５０１㎥以上 …３８３．４０円

現在の料金

【基本料金（８㎥まで）】
１，１９４．９０円

【超過料金（１㎥当たり）】
９㎥～ １５㎥…１７４．３０円
１６㎥～ ２０㎥…１８５．８５円
２１㎥～ ４０㎥…２１１．０５円
４１㎥～１００㎥…２６１．４５円
１０１㎥～５００㎥…３３６．００円
５０１㎥以上 …３７２．７５円

場所・区分

下水道使用料
（１カ月当たり）

【入浴料】 ●問い合わせ…商工観光課 ℡２３‐３３４３

【上水道】 ●問い合わせ…水道管理課 ℡２３‐２０２０

【下水道】 ●問い合わせ…下水道課 ℡２３‐３１０５

４月分以降の検針日でも検針期間に３月３１日が含まれる場合は、現在の料金で計算します。

４月分以降の検針日でも検針期間に３月３１日が含まれる場合は、現在の料金で計算します。
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「
地
域
が
学
校
と
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う
。
そ
し

て
、
こ
れ
を
通
し
て
地
域
の
つ
な
が

り
を
高
め
、青
少
年
の
健
全
育
成
や
、

地
域
の
活
性
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
、

と
い
う
の
が
こ
の
活
動
の
大
き
な
目

的
で
す
。
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と

を
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
付
い
て
協
力

し
合
い
、一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
」。
島
田
交
流
セ
ン
タ
ー

の
廣
江
館
長
は
今
回
の
受
賞
の
喜
び

に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

島
田
交
流
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

が
中
心
と
な
り
、
地
域
住
民
に
よ
る

学
校
支
援
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
平

成
８
年
の
こ
と
。
当
時
か
ら
、
学
校

支
援
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、
長
ら
く
地
域
と
小
学
校
・
幼

稚
園
と
の
連
携
の
た
め
の
橋
渡
し
役

を
務
め
て
い
た
、
元
島
田
交
流
セ
ン

タ
ー
主
事
の
矢
田
真
知
子
さ
ん
（
門

生
町
）は
、「
も
と
も
と
島
田
地
区
は
、

幼
稚
園
・
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や

青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
活
発
に
活

動
し
て
い
た
地
域
。そ
の
活
動
に
は
、

子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
、
地
域

地域による
教育支援活動
（その①）

島島
田田
地地
区区
がが
文文
部部
科科
学学
大大
臣臣
表表
彰彰
をを
受受
賞賞

地地
域域
ぐぐ
るる
みみ
でで
子子
どど
もも
をを
はは
ぐぐ
くく
むむ

島
田
地
区
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
島
田
交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を

目
指
し
た
仲
間
づ
く
り
と
人
づ
く
り
の
活
動
が
、
優
れ
た
「
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
」
を

推
進
し
て
い
る
と
し
て
、
平
成
25
年
度
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

島
田
地
区
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
地
域
が
学
校
と
連
携
し
て
子
ど
も
の
学
習
を
支
援
す

る
先
駆
的
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
今
で
は
年
間
延
べ
４
０
０
人
以
上
の
支
援
者
が
学
校
や

幼
稚
園
に
出
掛
け
、
地
域
の
伝
統
行
事
や
歴
史
、
社
会
の
ル
ー
ル
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
島
田
地
区
の
特
色
あ
る
学
校
支
援
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
右
）
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
賞
状
を

手
に
す
る
、
島
田
交
流
セ
ン
タ
ー
の

廣
江
奈
智
雄
館
長
。

（
左
）
幼
稚
園
児
と
の
芋
植
え
交
流
の

様
子
。
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
地
域
の
大
人
と
関
わ
る
機
会
を

多
く
作
る
こ
と
で
健
全
育
成
に
つ
な

げ
ま
す
。

昔昔のの暮暮ららししぶぶりりをを紹紹介介すするる地地域域支支援援者者。。

８



が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
を
見
守
り

育
て
て
い
こ
う
と
い
う
心
掛
け
が
あ

り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
青

少
年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
協
力
意

識
が
高
く
、
学
校
側
の
理
解
も
あ
り

協
力
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
活
動

の
ス
タ
ー
ト
は
ス
ム
ー
ズ
で
、
特
に

老
人
会
の
リ
ー
ダ
ー
が
支
援
者
集
め

の
窓
口
と
し
て
熱
心
に
動
い
て
く
れ

る
な
ど
支
え
と
な
り
、
今
の
流
れ
を

作
っ
て
く
れ
た
と
話
し
ま
す
。

以
来
、17
年
間
に
わ
た
り
、島
田
交

流
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
の
15
の
参

画
団
体
と
の
連
携
協
力
体
制
を
築
き

な
が
ら
、
学
校
支
援
を
通
し
た
青
少

年
の
健
全
育
成
、
地
域
連
携
の
深
ま

り
や
住
民
の
生
き
が
い
の
創
出
な

ど
、
地
域
の
人
づ
く
り
・
仲
間
づ
く

り
の
活
動
が
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

活
動
の
進
め
方
と
し
て
は
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
（
島
田
交
流
セ
ン

タ
ー
主
事
）
が
、学
校
へ
の

希
望
調
査
、
事
前
の
打
ち
合

わ
せ
、
参
画
団
体
を
通
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
行
う

と
と
も
に
、
支
援
活
動
終
了

後
に
は
必
ず
関
係
者
に
よ
る

反
省
会
を
行
い
、
学
校
に
報

告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
回

以
降
の
支
援
に
生
か
す
と
い

う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、平
成
20
年
度
よ
り
、

交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

学
校
支
援
に
関
わ
る
地
域

住
民
を
対
象
と
し
た

「
学
校
支
援
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
」
を
毎

年
開
催
し
、
地
域
ぐ

地域支援のシステム図（活動実施までの流れ）

授
業
終
了
後
に
反
省
会
を
行
う
地
域
支
援
者
（
上
）。

学
校
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
様
子
（
下
）。

※
学
校
支
援
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
は
、
地
域
の
交
流

拠
点
で
あ
る
島
田
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
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る
み
で
学
校
支
援
を
行
う
意
識
と

ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る
独
自
の
取

り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
、
小
学
校
で
の
活
動
を

通
し
て
、
地
域
の
支
援
者
に
お
世

話
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
学
校

を
卒
業
後
、
進
ん
で
支
援
者

の
立
場
で
交
流
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
た
り
、
地
域
の
活
動
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り

す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
活

動
の
た
め
の
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

地域の支援者との関わりを通して、「知り合いが増え、
何かあっても助けてもらえる」（安藤さん）、「いろいろ
な体験をさせてもらい、やさしく指導してくれた」（内
藤さん）と振り返る２人は、現在中学 1年生。
小学校卒業後は、幼稚園児・小学生の自然体験学習に
支援者として参加したり、昨年の地区文化祭では、ほか
の中学生と一緒に屋台を出したりするなど、地域活動へ
の参加に積極的です。「地域の子どもと仲良くなり、み
んな笑顔でいたい」（安藤さん）、「お年寄りと会話をし
て元気にしてあげたい」（内藤さん）。これまでお世話に
なった地域への思いを語ってくれました。

僕たちの
出番です

ま ひ ろ

安藤真広さん

地域支援者として活動する地区住
民などが、学校支援のあり方や関
わり方などを学ぶ、「地域支援スキ
ルアップ講座」。（昨年２月開催の
様子）

かつとし

内藤万禄さん

地域による
教育支援活動
（その②）

広広
瀬瀬
地地
域域
教教
育育
支支
援援
活活
動動
がが
市市
のの
モモ
デデ
ルル
事事
業業
とと
しし
てて
スス
タタ
ーー
トト

書書きき初初めめのの指指導導ををすするる地地域域住住民民。。
（（広広瀬瀬中中学学校校））

学学
校校
・・
家家
庭庭
・・
地地
域域
がが
結結
集集
しし
たた
子子
育育
てて
をを
！！

今
年
度
、
市
で
は
広
瀬
中
学
校
区
（
広
瀬
地
域
）
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
広
瀬
地
域
教
育
支
援
活
動

運
営
委
員
会
（
平
原
金
造
委
員
長
）
を
立
ち
上
げ
、
広
瀬
地
域
の
学
校
（
４
小
学
校
・
１
中
学
校
）、

家
庭
、
地
域
住
民
が
相
互
に
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
の
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
「
教
育
支
援
活

動
」
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
運
営
委
員
会
の
平
原
委
員
長
に
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

１０



今
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
が
低

下
し
、
学
校
教
育
に
過
度
に
依
存
し

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。「
子
ど

も
は
地
域
の
宝
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
宝
は
地
域
も

一
緒
に
な
っ
て
育
て
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
地
域
の
教
育
力
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
２４
年
度

か
ら
島
根
県
が
推
進
し
て
い
る
「
結

集
！
し
ま
ね
の
子
育
て
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
安
来

市
で
も
、
広
瀬
中
学
校
区
を
モ
デ
ル

と
し
て
広
瀬
地
域
教
育
支
援
活
動
運

営
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
運

営
体
制
と
し
て
、
学
校
や
地
域
と
の

調
整
役
と
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
広
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
に
配
置

し
、
広
瀬
地
域
内
の
各
交
流
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
連
携
し
た
取

り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
、
学

校
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
の
活
動
は
、
学
校
支

援
・
放
課
後
支
援
・
家
庭

教
育
支
援
の
３
つ
の
大
き

な
柱
が
あ
り
、
今
年
度
は

学
校
支
援
・
放
課
後
支
援

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
ず
、
学
校
支
援
活
動

で
は
、
学
校
に
必
要
と
さ

れ
る
人
材
に
つ
い
て
派
遣

す
る
こ
と
が
特
色
と
な
り

ま
す
。

例
え
ば
、
家
庭
科
の
授

業
で
ミ
シ
ン
の
使
い
方
を

教
え
る
場
合
、
教

員
一
人
で
は
ク
ラ

ス
の
児
童
全
員
に

教
え
る
の
は
困
難

ミシンの使い方を指導する
地域住民。

平原委員長
（広瀬交流センター館長）

広瀬地域教育支援活動のイメージ図

支
援
活
動
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ

せ
の
様
子
。（
企
画
・
運
営
・
反
省
・

広
報
な
ど
）
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で
す
。
こ
う
し
た
場
合
に
学
校
か
ら

の
相
談
を
受
け
、
補
助
と
し
て
お
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
人
材
を
派

遣
す
る
と
と
も
に
、
学
校
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
よ
う
、
円
滑
な
授
業
支

援
の
調
整
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
で
あ
れ
ば
、
各
校

区
に
交
流
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
な
ど
、

す
で
に
独
自
に
地
域
と
つ
な
が
り
を

持
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

中
学
校
は
地
域
と
の
関
係
が
希
薄
と

な
る
傾
向
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
授
業

も
よ
り
専
門
性
を
要
し
て
く
る
な

ど
、
人
材
確
保
が
難
し
い
場
合
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
本
会
で
は
、
交
流

セ
ン
タ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
広
瀬
町
内
全
域
か
ら
人
材
を
確

保
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

次
に
放
課
後
支
援
活
動
で
す
が
、

ま
ず
は
、
土
日
や
夏
休
み
な
ど
の
長

期
休
業
中
を
利
用
し
て
、
体
験
不
足

の
子
ど
も
た
ち
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
が
で
き
る
場
を
設
け
よ
う
と
い
う

目
的
で
始
め
た
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
川
遊
び

や
、サ
マ
ー
寺
子
屋
、水
鉄
砲
合
戦
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
、
と
ん
ど

さ
ん
へ
の
参
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
支
援
で
重
要
な
点
は
、
そ
の

開
催
場
所
を
広
瀬
地
域
の
各
地
で

行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
各
交
流
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組
ん

で
い
る
行
事
な
ど
を
、
ほ
か
の
地
区

の
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加
の
場
を
与

え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
ほ
か

の
地
区
へ
の
興
味
関
心
を
持
つ
と
と

も
に
、
校
区
外
の
子
ど
も
と
一
緒
に

体
験
す
る
こ
と
で
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
に
つ
な

げ
て
い
け
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
地
域
の
人
に
と
っ
て
も

子
ど
も
た
ち
が
来
る
こ
と
で
、
地
域

が
に
ぎ
わ
い
、
生
き
が
い
の
創
出
や

地
域
行
事
の
活
性
化
を
図
ら
れ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

３
番
目
の
、
家
庭
教
育
支
援
活
動

で
は
、「
親
子
で
元
気
ア
ッ
プ
」
を

開
催
し
た
と
き
に
、
親
子
で
体
を

使
っ
て
遊
ん
だ
後
、
親
同
士
が
お
互

い
に
意
見
や
情
報
を
交
換
す
る
場
を

設
け
ま
し
た
。
参
加
し
た
保
護
者
の

皆
さ
ん
か
ら
は
、
子
育
て
に
つ
い
て

気
軽
に
話
せ
る
場
が
あ
り
良
か
っ
た

と
い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
家
庭
教

育
支
援
も
一
層
充
実
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。こ

の
事
業
を
進
め
る
中

で
、
広
瀬
町
内
１０
の
交
流
セ
ン
タ
ー

の
協
働
体
制
が
で
き
つ
つ
あ
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

こ
の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
マ
ッ
チ
で
火
お
こ
し
に
挑
戦
（
右

上
）。
奥
田
原
地
区
で
行
わ
れ
た
正
月
行
事
「
と
ん
ど
さ
ん
」
に
参
加
後
、
ソ
リ
す

べ
り
を
体
験
（
右
中
）。「
親
子
で
元
気
ア
ッ
プ
」
で
体
を
動
か
し
た
後
、
参
加
し

た
親
同
士
が
子
育
て
に
つ
い
て
意
見
交
換
（
下
）。
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こ
れ
か
ら
の
教
育
に
求
め
ら
れ
て

い
く
も
の
の
一
つ
に
、
学
校
と
地
域

の
連
携
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に

は
、「
学
校
の
中
だ
け
で
は
学
び
得

な
い
も
の
」が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
経
験
に
よ
る
も
の
で
、

例
え
ば
、
学
校
で
は
で
き
な
い
活
動

を
し
た
り
、
地
域
に
生
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
価
値
観
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
大
人
に
な
っ

て
い
く
過
程
で
、
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
子
ど

も
た
ち
と
関
わ
り
合
い
を
持
つ
こ
と

は
、
自
分
が
今
ま
で
磨
い
て
き
た
技

術
、
学
ん
で
き
た
知
識
と
い
っ
た
、

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を

子
ど
も
た
ち
に
「
返
す
」
と
い
う
行

為
を
通
し
て
、
他
の
地
域
の
方
々
と

協
力
す
る
こ
と
で
地
域
の
つ
な
が
り

が
よ
り
深
ま
っ
た
り
、

自
分
自
身
の
存
在
意
義

を
今
ま
で
以
上
に
感
じ

た
り
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
ま
す
。
つ

ま
り
、
学
校
と
地
域
が

と
も
に
関
わ
り
合
う
こ

と
で
、
双
方
に
利
益
が

も
た
ら
さ
れ
る
の
で
す
。

島
田
地
区
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
驚
く
べ
き

は
、
こ
の
活
動
が
今
か

ら
２０
年
ぐ
ら
い
前
に
、

住
民
か
ら
自
発
的
に
生

ま
れ
、
継
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。

住
民
同
士
で
研
修
を
行
い
、
支
援

者
と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
、
し
っ
か
り
研
鑽
を
積
ま
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
学
び
の
た
め

に
活
動
し
て
い
く
中
で
、
大
人
の
学

び
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

生
涯
を
通
し
て
の
学
び
が
地
域
ぐ
る

み
で
展
開
さ
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
広
瀬
地
域
の
活
動
は
、
地

域
全
域
に
わ
た
る
広
範
囲
の
交
流
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
中
学
校
区
で
の
活
動
を
展

開
し
た
こ
と
で
、
今

ま
で
以
上
に
中
学
校

の
活
動
に
地
域
の
方

が
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
や
、
各

地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
活

動
し
て
い
た
交
流
セ

ン
タ
ー
同
士
が
、
同

じ
中
学
校
区
と
し
て

横
の
つ
な
が
り
が
意

識
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
目
指
す

と
こ
ろ
は
同
じ
で
、

「
学
校
も
地
域
も
元
気
に
」
と
い
う

共
通
理
念
の
も
と
、
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

市
で
は
「
安
来
市
子
ど
も
の
育
ち

を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を

設
立
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
し
な
が
ら
、
学
校
支
援
や
放
課
後

支
援
、
家
庭
教
育
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
取
り
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
議
で
考
え
る
子
ど
も
の
育

ち
を
支
え
る
活
動
の
一
つ
の
具
現
化

さ
れ
た
姿
が
広
瀬
地
域
の
活
動
で
あ

り
、
行
政
側
も
担
当
部
署
を
越
え
た

包
括
的
な
体
制
で
進
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
か
ら
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
っ

て
い
く
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、

自
然
と
子
ど
も
た
ち
の
視
線
は
地
域

に
向
い
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
ふ
る

さ
と
を
大
事
に
す
る
子
ど
も
を
地
域

が
総
が
か
り
で
は
ぐ
く
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

学学校校もも地地域域もも元元気気にに
安来市教育委員会

学校教育課

■
問
い
合
わ
せ

・
地
域
振
興
課

℡
２３‐

３
０
７
１

・
学
校
教
育
課

℡
２３‐

３
３
２
０
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医
師
や
看
護
師
の
不
足
な
ど
に
よ
り
、
地

域
の
医
療
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
よ

り
良
い
地
域
医
療
を
守
り
育
て
る
た
め
の
手

だ
て
を
考
え
る
集
い
が
２
月
２
日
、
安
来
節

演
芸
館
で
開
催
さ
れ
、
医
療
・
介
護
関
係
者

や
市
民
ら
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
福
井
県
お
お
い
町
国
保
名
田

庄
診
療
所
所
長
の
中
村
伸
一
医
師
が
、
在
宅

で
の
診
療
に
よ
り
、
自
宅
で
人
生
の
最
期
を

穏
や
か
に
迎
え
た
患
者
の
事
例
を
紹
介
。
在

宅
医
療
の
大
切
さ
や
、
医
療
者
と
患
者
・
地

域
が
、「
お
互
い
様
」
の
相
互
信
頼
の
も
と

に
医
療
を
支
え
合
う
大
切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
医
療
・
支
援
者
・

住
民
の
立
場
で
３
人
が
発
表
。
医
師
の
高
齢

化
が
進
む
市
内
の
医
療
状
況
、
高
齢
者
の
医

療
・
介
護
な
ど
を
総
合
的
に
支
援
す
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
、
地
域
住
民
が

支
え
合
っ
て
行
う
健
康
づ
く
り
や
検
診
受
診

率
向
上
へ
の
活
動
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
医
療
現
場
体
験
事
業
に
参
加
し
た

中
学
生
の
感
想
発
表
や
、
看
護
学
生
が
将
来

へ
の
思
い
を
発
表
し
た
ほ
か
、
広
瀬
町
ウ
エ

ル
ビ
ク
ス
協
会
（
布
部
地
区
）
と
東
比
田
地

区
健
康
を
守
る
会
が
、
健
康
づ
く
り
活
動
を

実
践
す
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
健
康
長
寿
し

ま
ね
推
進
会
議
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
…
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
０
７

現
在
、
市
町
村
ご
と

に
運
営
す
る
国
民
健
康

保
険
制
度
は
、
平
成
２９

年
度
を
目
途
に
都
道
府

県
単
位
で
運
営
主
体
と

な
る
広
域
化
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
広
域
化
に
伴

う
、
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
式
の
変
更

に
つ
い
て
、
市
で
は
安
来
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会（
山
根
盛
治
会
長
）に
諮
問
し
、

そ
の
答
申
を
１
月
２２
日
に
受
け
ま
し
た
。

●
答
申
内
容
…
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方

式
の
変
更
（
資
産
割
の
廃
止
）
お
よ
び
税
率

の
改
定
に
つ
い
て
は
適
当
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
の
資
産

割
を
廃
止
し
た
賦
課
方
式
に
変
更
す
る
た
め

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
今

後
の
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
保
険
年
金
課

℡
２３‐

３
０
８
４

地地域域医医療療をを守守りり育育ててるる集集いい
安心して住み続けられる安来市をめざして

（上）医療現場体験を通して、患者の心に寄り添う看護
師の仕事を肌で感じた思いを話す中学生。

（左）「自宅で大往生～『ええ人生やった』と言われる
ために～」と題して講演する中村伸一医師。

国国保保税税のの見見直直ししににつついいてて
答答申申をを受受けけままししたた

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを
お伝えします

広域化に向けた
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●
安
来
市
消
防
出
初
式
（
１
月
１２
日
）

消
防
団
員
や
市
消
防
職
員
の
士
気
を
高

め
、
防
火
・
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る

安
来
市
消
防
出
初
式
が
、
消
防
関
係
者
約
６

０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
近
藤

市
長
が
消
防
団
員
に
対
し
て
「
市
民
の
厚
い

信
頼
と
期
待
に
応
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
一
層
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
日

ご
ろ
の
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
消
防
団

員
な
ど
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
勢
の
市
民
が
集
ま
っ
た
安
来
港

で
は
、
消
防
車
４９
台
が
集
結
し
、
機
械
器
具

の
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
サ
イ
レ
ン
と

と
も
に
一
斉
放
水
を
披
露
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
…
消
防
本
部
消
防
総
務
課

℡
２３‐

３
４
１
０

●
安
来
市
交
通
指
導
員
出
発
式（
１
月
２３
日
）

安
来
市
交
通
指
導
員
の
出
発
式
が
安
来
節

演
芸
館
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
指
導
員
２０
人

ら
が
、
交
通
事
故
防
止
へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

式
で
は
、
市
交
通
指
導
員
会
の
河
場
か
ね

子
会
長
が
、「
歩
行
者
の
保
護
誘
導
、
自
転

車
の
安
全
な
乗
り
方
指
導
等
、
街
頭
指
導
に

一
層
尽
力
し
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

式
終
了
後
の
講
習
会
で
は
、
安
来
警
察
署

員
か
ら
、
昨
年
１２
月
の
道
路
交
通
法
改
正
に

伴
い
、
自
転
車
が
走
行
で
き
る
路
側
帯
は
道

路
左
側
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
な
ど

を
学
ん
だ
ほ
か
、
実
技
指
導
で
は
、
横
断
歩

道
で
の
通
行
指
導
法
に
つ
い
て
基
本
動
作
な

ど
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
…
市
民
参
画
課

℡
２３‐

３
０
６
９

●
文
化
財
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル

（
１
月
２４
日
・
２６
日
）

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
な
ど
か
ら
守
る
た

め
、
毎
年
、
文
化
財
防
火
デ
ー（
１
月
２６
日
）

を
中
心
に
、
全
国
各
地
で
文
化
財
防
火
運
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
来
市
で
は
、
市
文
化
財
保
護
委
員
や
市

の
消
防
職
員
・
文
化
財
担
当
職
員
ら
が
、
国

指
定
重
要
文
化
財
の
清
水
寺
本
堂
、
県
指
定

有
形
文
化
財
の
清
水
寺
三
重
塔
、
蓮
乗
院
の

茶
室
、
並
河
家
住
宅
、
金
屋
子
神
社
、
富
田

八
幡
宮
を
巡
回
。
防
火
施
設
を
点
検
し
た
ほ

か
、
清
水
寺
三
重
塔
で
は
、
地
元
の
自
衛
消

防
団
が
小
型
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
訓
練
を
実

施
す
る
な
ど
、
万
一
の
際
に
お
け
る
対
処
法

を
確
認
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
…

文
化
課

℡
２３‐

３
３
１
６

防防火火・・防防災災・・交交通通事事故故防防止止へへのの誓誓いい新新たたにに

▲実技指導の様子。

力強い放水を披露し、中海に水の
アーチを描きました。

▲決意表明を述べ
る市交通指導員会
の河場会長。
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安来市観光協会では、今年度から安来産イチゴの
いちえ

ＰＲ事業（やすぎ「いちご一会」プロジェクト）に取
り組んでいます。これは、美容に良いイチゴの成分
やハート型の見た目などから、主に女性をターゲッ
トにして、「縁結び」をキーワードに販売拡大や市の
観光振興などにつなげていこうというものです。
１月 15 日には、市内の観光団体やＪＡやすぎの女
性職員らが、女性の視点でＰＲ方法や新商品などを
検討する「いちご女子会」を結成。バレンタインや
お土産用にも最適な、ハート型の容器を活用したり
イベントの開催やＰＲ冊子を作成したりするなど、
ご縁をつなげる取り組みを展開します。

出雲国風土記にまつわる史料や逸話が残る伯太町で
２月２日、シンポジウム「出雲国風土記を訪れる～伯
太町を中心に」が開催されました。（主催：ＮＰＯ法
人祥雲の会、会場：はくた中央交流センター）

ふ み こ

講演では、風土記を訪ねる会代表の川島芙美子さん
が、「古代の伯太は、中国山地における“ たたら製鉄”
とともに発展し、比婆山を中心に栄えていた」と推測
し、県立古代出雲歴史博物館学芸員の平石充さんは、
「伯太は水晶の産地で、まが玉の材料として使われて
いた」などと紹介しました。来場者は、古代の地元の
姿に思いをはせ、熱心に聞き入ってい
ました。

（上）ＰＲ方法などを検討
する「いちご女子会」のメ
ンバー。（右）同会が考案
した「ハートパック」。

「出雲国風土記」から見る伯太町をテーマ
に対談する、講師の川島芙美子さん（右）
と平石充さん。
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第１回安来少年少女囲碁大会が１月 19 日、社日
交流センターで開催され、市内外から集まった４
歳から中学生までの 56 人が、囲碁を楽しみました。
以前は、囲碁を題材にした人気漫画によって、
子どもを中心に囲碁ブームがおこりましたが、近
年は愛好者も減少傾向。このため、日本棋院安来
支部が、子どもたちに囲碁を親しんでもらおうと、
本大会を初めて企画しました。
会場では、名人戦（小学生・中学生）、Ａ・Ｂ級、
初心者の５部門での対局や、初心者向けの入門コー
スがあり、子どもたちは真剣な表情で次の一手を
探しながら、碁石を打つ音を響かせていました。

島根県内の小中学生が、数学的な思考力で難問に挑
む、平成 25 年度「しまね数リンピック」で、小学生ペ
アの部（参加１８９組）に参加した、飯梨小学校６年の江

さ き なおゆき

角彩樹さんと岡田尚之さんの組が 78 点（同部門は平均
35.2 点）を獲得。３位（優秀賞）の成績を収め、副賞の
銅メダルを手にしました。
二人は、前回のリベンジを果そうと、一年間勉強を重
ねたそうで、それぞれの得意分野（江角さんは図形、岡
田さんは計算）を生かし、力を合わせて問題に取り組み
ました。目標以上の好成績に、「驚いたけど、勉強の成
果が出てうれしい」と口をそろえ、算数のおもしろさを、
「図形問題の答えを求める公式を考えて計算すること」
（江角さん）、「覚えた公式がいろいろなことに応用でき
ること」（岡田さん）と話してくれました。

銅メダルを手に受賞を喜ぶ、江角彩樹さん
（左）と岡田尚之さん。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。
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市内小中学校特別支援学級児童生徒の、日ごろの学
習成果を紹介する合同作品展「ふれあい広場」が１月
31 日から４日間、プラーナで開催され、感性あふれ
る多彩な作品がそろいました。
会場には、この一年間に手がけた図画・工作・手
芸・習字などの作品や、学習活動を紹介した掲示物な
ど 538 点が展示。イカに食紅を食べさせて消化管を
調べた研究発表や、アニメのキャラクターをモチーフ
にした紙粘土細工など、思い思いの作品が並びました。
来場した出來島知希くん（十神小５年）は、「（どの
作品も）細かいところまでていねいに作ってある」と
驚いた様子で話していました。

宇賀荘地区の冬の風物詩「寒椿展」が１月 17 日
から 19 日まで宇賀荘交流センターで開催され、約 80
品種 200 点のツバキが赤や白、ピンクなどの花を咲
かせ、訪れた観賞者を楽しませました。
「椿の里づくり」を目指す地区の住民有志で組織

えんじ

する花木の会（新田円爾会長）が主催し、今年で 11
回目。花の少ない時期の開催とあって、市外からの
常連も多い人気行事となっています。会場には、地
区住民が育てた鉢植えのツバキを中心に、地区に自
生するめずらしい品種を集めたコーナーも設置。来
場者には、会員がそれぞれ付いて説明したり、あま
がゆが振る舞われたりするなど、おもてなしあふれ
る催しとなりました。

とし

島根県のスポーツ振興に貢献したとして、山本敏
ひろ

煕さん（大塚町）と竹谷一さん（黒井田町）に、島
根県体育協会から特別功労者表彰が贈られました。
２人は、平成 11 年に同会の理事に就任（山本さ
んは平成 21 年に退任）し、功績を残されました。
現在、安来市陸上競技協会で会長を務める山本さ
んは、小学生・一般を対象としたの陸上大会や安来
市駅伝大会、なかうみマラソン全国大会の運営に携
わるなど、陸上競技を中心に活動。また、竹谷さん
は、体操競技の普及・発展のため、第一中学校体操
部や市民体育館で幼児・小学生を対象とした体操教
室で指導するなど、市のスポーツ振興
にも力を傾注されています。

２月３日、安来市役所を訪れ、近藤市長に受
賞報告を行った、山本敏煕さん（中央右）と
竹谷一さん（同左）。

１８



新新着着図図書書紹紹介介

銀行員という生き方 津田倫男
おじさん追跡日記 なかむらるみ
お嬢さん、空を飛ぶ 松村由利子
名曲の暗号 佐伯茂樹
ゼロワン 深山亮
鴨川食堂 柏井壽
三陸の海 津村節子
〈お子さんのほん〉
官兵衛、駆ける 吉橋通夫
戦争がなかったら 高橋邦典
江戸のお店屋さん 藤川智子

ゆず女房（料理人季蔵捕物控）
和田はつ子

ペテロの葬列 宮部みゆき
心配事の 9割は起こらない

枡野俊明
〈お子さんのほん〉
妖怪温泉 広瀬克也
小学校の秘密の通路 岡田淳
ふしぎなやまびこしゃしんかん

中島和子
舟をつくる 関野吉晴/写真

ＧＯＳＩＣＫ 桜庭一樹
雪月花黙示録 恩田陸
去り際のアーチ 本城雅人
三軒茶屋星座館 柴崎竜人
翔ぶ少女 原田マハ
怪談を書く怪談 加門七海
ゼロ戦と日本刀 百田尚樹
〈お子さんのほん〉
よわむしカエル 花冬けい子
うまれたよ！セミ 新開孝
マイルール 辰巳渚
誰かがうしろに 新美てるこ

●災害現場の安全確保などに惜しみない協力
～有限会社丸和運輸（大和博見代表取締役社長）～
同社は、長年にわたり、交通事故現場で傷者救出に慎
重を要する際などに、消防本部からの協力要請を快諾し、
所有する特殊車両を出動させて、倒壊の恐れがある電柱
を固定したり横転車両を復元したりするなど、二次災害
の防止や救出作業環境の改良などに貢献されています。
さらに、消防本部が救助訓練を行う際には、訓練車両
を幾度となく無償で提供（回収を含む）いただいており、
効果的な訓練の実施が可能となっています。

●火災の初期消火に貢献
～藤井洋さん（大塚町）・本田英明さん・本田久美子さん
・本田里美さん（伯太町安田）～
1 月 19 日午前 5時ごろ、本田英明さんと妻・久美子さ
んが伯太町安田地内の作業小屋から火災を発見。すぐに通
報するとともに久美子さんから連絡を受けた母・里美さん
と、近くで仕事中の藤井洋さんらと合流して、消防車が到
着するまでの間、バケツを使って初期消火活動を行い、延
焼を防ぎました。

里美さんは、「現場に複数人がいたので
冷静に対処できた」と振り返りました。

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３７－００５０

表
彰
式
に
出
席
し
た
藤
井
洋
さ
ん

（
右
）、
本
田
里
美
さ
ん
。

℡３２－４４５５

救助活動や初期消火などで大きく貢献された次の
皆さんを、消防協力者として表彰しました。

℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

安
来
市
消
防
出
初
式
（
１
月
１２
日
）

の
場
で
、
近
藤
市
長
か
ら
感
謝
状
を

受
け
取
る
丸
和
運
輸
の
大
和
晃
介
代

表
取
締
役
専
務
。
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共
働
き
家
庭
の
多
い
近

年
、
親
子
の
触
れ
合
い
の
場

を
作
り
た
い
と
設
立
。
心
や

体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

た
だ
け
る
活
動
や
場
所
を
提

供
し
、
子
育
て
・
子
育
ち
・

親
育
ち
を
支
援
し
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
親
子
で
和
文
化
体
験

民
話
や
神
話
、
昔
の
人
の

暮
ら
し
や
遊
び
、
お
も
ち
ゃ

作
り
な
ど
を
通
し
て
、
親
子

き
ず
な

の
絆
を
深
め
ま
す
。

▽
子
育
て
・
子
育
ち
・
親
育

ち
を
考
え
る
会

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み

ん
な
い
い
子
育
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
を
通
し
て
共
に
考
え
ま
す
。

▽
親
子
で
ア
ー
ト
活
動

親
子
で
音
楽
を
楽
し
ん
だ

り
、
ア
ー
ト
作
品
を
作
っ
た

り
し
な
が
ら
、
心
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ま
す
。

▽
国
際
交
流
活
動

市
内
在
住
の
外
国
人
と
の

お
話
会
や
多
国
籍
料
理
教
室

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

子
育
て
中
の
人
が
、
楽
し

く
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う
な

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

吉
田
地
区
の
自
然
・
歴
史

を
調
査
・
探
求
し
な
が
ら
、

次
の
世
代
に
正
し
く
伝
え
る

と
と
も
に
、
新
し
い
吉
田
の

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
吉
田
ほ
た
る
祭
り

ホ
タ
ル
が
舞
う
毎
年
６
月

に
吉
田
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺

で
開
催
。
市
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
、
幻
想
的
な
光

景
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

か
わ
ら
か
ま

▽
吉
田
川
・
新
造
院
瓦
窯
跡

な
ど
の
地
区
内
の
清
掃
活
動

ホ
タ
ル
が
生
息
す
る
吉
田

川
周
辺
や
ホ
タ
ル
の
自
然
増

殖
場
、
出
雲
国
風
土
記
に
登

場
す
る
新
造
院
瓦
窯
跡
な
ど

の
清
掃
活
動
を
実
施
。

▽
環
境
学
習
会
・
水
質
調
査

南
小
学
校
児
童
と
、
吉
田

川
の
水
質
調
査
や
自
然
を
守

る
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

吉
田
ほ
た
る
祭
り
は
、
ホ

タ
ル
の
生
態
を
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
展
、
ソ
ー
メ
ン
流
し
な

ど
の
「
う
ま
い
も
の
広
場
」

な
ど
、
多
彩
な
催
し
も
企
画

し
ま
す
。
ホ
タ
ル
と
と
も
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

２２１１

●問い合わせ
やすぎボランティア団体ネットワーク
事務局 （市民参画課内） ℡２３‐３０６７

み
ん
な
で
楽
し
く
子
育
て

地
元
の
自
然
・
文
化
を
守
る

２２２２

皆さんに利活用していただくため、
ネットワークに加盟する団体をシリーズ
で紹介しています。

１１
ＦＩＬＥ

ＦＩＬＥ

ここ
ここ
かか
らら
クク
ララ
ブブ

吉吉
田田
をを
語語
るる
会会

冬の小物づくり

やすぎ

ボランティア団体
ネットワーク

昨年の吉田ほたる祭りの様子

●
問
い
合
わ
せ

や
す
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

℡
２３‐

３
０
６
７

●
問
い
合
わ
せ

吉
田
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
２７‐

０
３
２
５

２０



選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦
覧

●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

平
成
２６
年
１
月
１
日
現
在（
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
）お
よ
び

平
成
２６
年
３
月
１
日
現
在
（
永

久
選
挙
人
）
を
も
っ
て
調
製
さ

れ
る
各
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

縦
覧
場
所

①①
②②
と
も
選
挙
管

理
委
員
会
（
安
来
●庁
）

異
議
の
申
出

①①
②②
と
も
登
録

さ
れ
る
資
格
が
あ
る
の
に
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

縦
覧
期
間
中
に
異
議
の
申
出
書

を
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①①
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿登
録
対
象
者

農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
権
を
有
し
、
平
成
２６

年
１
月
１０
日
ま
で
に
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
を
農
業
委
員
会

に
提
出
し
た
人
。

縦
覧
期
間

２
月
２３
日
㈰
〜
３

月
９
日
㈰
８
時
３０
分
〜
１７
時

②②
永
久
選
挙
人
名
簿

登
録
対
象
者

平
成
２５
年
１２
月

１
日
ま
で
に
住
民
登
録
を
済
ま

せ
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
安

来
市
に
居
住
し
、
平
成
６
年
３

月
２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

縦
覧
期
間

３
月
３
日
㈪
〜
３

月
７
日
㈮
８
時
３０
分
〜
１７
時

市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
計
画

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
の
縦
覧

●問
都
市
計
画
課
℡
２３‐

３
２
４
０

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
市

街
化
調
整
区
域
内
の
集
落
地
の

維
持
活
性
化
を
図
る
た
め
、
主

要
道
路
沿
道
の
開
発
制
限
緩
和

を
目
的
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
度
、
そ
の
素
案
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

縦
覧
期
間
・
場
所

２
月
２４
日

㈪
〜
３
月
１０
日
㈪
、
都
市
計
画

課
（
広
瀬
●庁
）

意
見
の
募
集

安
来
市
民
お
よ

び
利
害
関
係
人
で
、
こ
の
案
に

意
見
の
あ
る
人
は
縦
覧
期
間
中

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
（
様
式
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
を
必
ず
明

記
し
て
く
だ
さ
い
）

提
出
先

都
市
計
画
課

安
来
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
（
案
）
に
対
す
る
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す

●申
●問
市
民
参
画
課

℡
２３‐

３
０
６
９
／

２３‐

３

１
５
５
／
メ
ー
ルsankaku

@
city
.yasug

i.shim
ane
.jp

安
来
市
で
は
、
よ
り
良
い
公

共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

政
策
の
方
針
や
実
現
に
向
け
た

方
策
を
示
し
た
「
安
来
市
地
域

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
の

策
定
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
度
、
そ
の
素
案
を
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
場
所

市
民
参
画
課
（
安

来
中
央
●交
）
・
広
瀬
●地
・
伯
太

●地
※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

応
募
方
法

ご
意
見
・
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
（
様
式
自
由)

募
集
期
限

３
月
７
日
㈮

そ
の
他

ご
意
見
に
対
す
る
個

別
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
が
、

検
討
内
容
を
取
り
ま
と

め
、
後
日
公
表
し
ま
す
。

消費税（地方消費税を含む）の税率が、
平成２６年４月１日から８パーセント（※）になります。

総額表示義務の特例が設けられています。

詳しくは、国税庁ホームページでご確認ください。

平成２６年４月１日を含む課税期間の消費税および
地方消費税の確定申告書を作成するためには…

消費者向けの価格表示については、税込価格を表
示（総額表示）することが義務付けられていますが、
平成２５年１０月１日から平成２９年３月３１日まで
の間は、「現に表示する価格が税込価格であると誤
認されないための措置」を講じている場合に限り、
税込価格を表示しなくてもよいとする特例が設けら
れました。

※平成 26年４月１日以後に行われる取り引きであっても、
経過措置により旧税率が適用される場合があります。

消費税法改正等のお知らせ

帳帳簿簿等等ににおおいいてて、、課課税税取取引引をを適適用用税税率率
ごごととにに区区分分ししてておおくく必必要要ががあありりまますす。。

検索

事業者の皆さんへ

国税庁

行行

政政

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

FＡＸ
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市
営
住
宅
「
栄
町
住
宅
」
入
居

者
募
集

●申
●問
建
築
住
宅
課

℡
２３‐

３
２
３
０

広
瀬
町
地
内
に
建
設
を
進
め

て
い
る
栄
町
住
宅
が
完
成
し
ま

す
の
で
、
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
（
建
て
替
え
住
宅
の
た
め

公
募
戸
数
は
３
戸
で
す
）

募
集
戸
数
・
家
賃

▽
２
Ｄ
Ｋ
（
５１
・
４４
平
方
㍍
）

…
１
戸
、
１
万
８
５
０
０
円
〜

２
万
７
５
０
０
円
（
予
定
）

▽
３
Ｄ
Ｋ
（
７４
・
６７
平
方
㍍
）

…

２
戸
、
２
万
６
８
０
０
円

〜
３
万
９
９
０
０
円
（
予
定
）

対
象

低
所
得
者
（
詳
細
は
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

受
付
期
間

３
月
４
日
㈫
〜
３

月
１４
日
㈮

入
居
予
定
日

５
月
１
日

提
出
書
類

入
居
申
込
書
、
住

民
票
、
収
入
証
明
書
（
所
得
証

明
書
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
、

納
税
証
明
書
。

そ
の
他

▽
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選

▽
入
居
申
込
書
・
募

集
要
項
は
、
建
築
住
宅
課
（
広

瀬
●庁
）、総
合
案
内（
安
来
●庁
）、

伯
太
●地
に
設
置
。

新
町
駐
車
場
の
定
期
使
用
者
募

集●申
●問
商
工
観
光
課

℡
２３‐

３
３
３
５

安
来
町
（
新
町
）
の
市
営
駐

車
場
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

駐
車
区
画
数

４１
区
画

使
用
料

月
額
４
３
２
０
円

契
約
期
間

平
成
２６
年
４
月
１

日
〜
平
成
２７
年
３
月
３１
日

申
込
期
限

３
月
１４
日
㈮
（
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

テ
ナ
ン
ト
事
業
者
の
募
集

●申
●問
和
鋼
博
物
館

℡
２３‐

２
５
０
０

現
在
、
和
鋼
博
物
館
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、

飲
食
店
を
営
業
さ
れ
る
事
業
者

（
個
人
を
含
む
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
期
限

３
月
１０
日
㈪

そ
の
他

詳
し
く
は
、
和
鋼
博

物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

オ ン

消すまでは 心の警報ＯＮのまま

対 象 安来市出身者で、大学医学課
程または、看護学課程もしくは、
看護師養成施設に在学する人。
※安来市立病院の奨学金制度を受けている人を除く。

定 員 医学生…３人程度、看護学生…１０人程度。
奨 学 金 医学生…月額５万円、看護学生…月額３万円。
貸与期間 １年間（年度ごとの申請となります）
応募期限 ４月３０日㈬
返還免除 市内の医療機関などに一定期間勤務することにより、

奨学金の返還を免除します。

空気が乾燥し、火災が発生し
やすい時季です。火気の取り扱
いには十分注意しましょう。
※期間中は、夜の９時にサイレ
ンを鳴らします。
お休み前に今一度火の元を点
検しましょう。

運動期間 ３月１日㈯～３月７日㈮

春春季季全全国国火火災災予予防防運運動動

火災予防習字コンクール作品展示
火災予防運動の一環として、
市内の小学生から応募のあった
すべての作品を展示します。
日程・場所

・はくた文化学習館
２月２４日㈪～２月２７日㈭

・プラーナ ２月２８日㈮～３月３日㈪
・広瀬中央●交 ３月４日㈫～３月７日㈮

医学生・看護学生の奨学生募集

●問消防本部予防課 ℡２３‐３４２６

●申●問いきいき健康課 ℡２３‐３２０７

将来、市内の医療機関などに、医師、
看護師として勤務する意志のある医学生・
看護学生に対し、奨学金を貸与します。

■統一標語■

平成２６年度

市営住宅「栄町住宅」完成イメージ図

２２



「
電
気
自
動
車
」
レ
ン
タ
カ
ー

で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
せ
ん
か

（
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

市
長
会
連
携
事
業
）

●問
管
財
課
℡
２３‐

３
０
３
０

市
長
会
を
構
成
す
る
安
来
市
・

松
江
市
・
米
子
市
・
境
港
市
で
は
、

環
境
に
優
し
い
電
気
自
動
車
の

普
及
啓
発
な
ど
を
目
的
に
、
電

気
自
動
車
を
導
入
し
、
閉
庁
日

は
、
観
光
客
や
市
民
の
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
貸

し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。（
貸
出

業
務
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
レ
ン
タ

カ
ー
＆
リ
ー
ス
㈱
が
行
い
ま
す
）

●●
電
気
自
動
車
レ
ン
タ
カ
ー
の

貸
し
出
し

●申
●問
Ｊ
Ｒ
西
日
本
レ
ン
タ
カ
ー

＆
リ
ー
ス
㈱
予
約
セ
ン
タ
ー

℡
０
０
８
８‐

２４‐

４
１
９
０

貸
出
車
両

日
産
リ
ー
フ
１
台

貸
出
日

土
日
・
祝
日
、（
１２
月

３１
日
・
１
月
１
日
を
除
く
）

利
用
料
金

１２
時
間
ま
で
５
２

５
０
円
（
▽
消
費
税
の
引
き
上

げ
に
伴
い
、
４
月
か
ら
は
５
４

０
０
円

▽
出
雲
市
を
含
む
圏

域
５
市
の
在
住
者
は
、
利
用
料

金
が
１０
㌫
割
引
）

貸
出
場
所

安
来
市
観
光
案
内

所
（
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
隣
り
）

そ
の
他

利
用
料
金
な
ど
、
詳

し
く
は
予
約
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●●
電
気
自
動
車
用
の
急
速
充
電

器（
無
料
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

電
気
自
動
車
で
安
心
し
て
走

行
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
圏
域

５
市
そ
れ
ぞ
れ
に
無
料
の
急
速

充
電
ス
タ
ン
ド
（
年
中
無
休
・

２４
時
間
利
用
可
能
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
。（
安
来
市
は「
道
の

駅
あ
ら
エ
ッ
サ
」
に
設
置
）

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
イ
ン
フ
ラ

整
備
事
業
で
整
備
し
た
通
信
機

器
（
Ｄ‐

Ｏ
Ｎ
Ｕ
）
に
つ
い
て

●問
や
す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ

℡
２２‐

５
０
５
０

ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
電
話

の
未
契
約
や
契
約
解
除
等
の
理

由
に
よ
り
現
在
使
用
し
て
い
な

い
通
信
機
器
は
、
近
々
で
の
利

用
開
始
・
再
開
が
な
い
場
合
、

有
効
利
用
の
た
め
回
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●●
取
り
外
す
場
合
の
手
順

①
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
の
社
員

が
自
宅
に
訪
問
も
し
く
は
、
お

電
話
い
た
し
ま
す
。

②
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
開
始
・
再

開
の
意
思
に
つ
い
て
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
近
々
で
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
な
い
場
合
に
は
、

撤
去
同
意
書
を
ご
記
入
い
た
だ

き
ま
す
。

③
撤
去
工
事
の
日
程
調
整
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
順

次
通
信
機
器
を
撤
去
し
ま
す
。

※
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
の
社
員

は
、
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。

利用料金は、同等クラスの
車種より割安な設定となっ
ています。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

●固定的な性別役割分担意識を解消しよう
農山漁村の女性は、農林水産業や地域の活性化において
重要な役割を果たし、６次産業化（※１）の担い手として
も大きく期待されています。その一方で、「男は仕事、女
は家庭」といった、性別で役割を固定的に考えようとする
意識が根強く残る農山漁村では、女性の能力発揮の妨げや
人権侵害の要因となっていると考えられます。
このような意識を解消し、男女が社会の対等なパート
ナーとして関わっていくことが大切です。
（※１）６次産業化…農林水産業の生産者が、生産（１次産業）、

加工（２次産業）、流通・販売（３次産業）を一体化し、

農山漁村の雇用確保と所得向上を目指すもの。

●意思決定の場への女性の参画を促進しよう
全国で農業に就く人の約半数は女性ですが、農業委員や
農業協同組合役員など関係団体等の意思決定の場への女性
の登用は低く、安来市でも同じ状況にあります。 女性の
持つ視点や能力を、農林水産分野において発揮するために
も、政策・方針決定の過程や農業経営などの場への女性の
参画を一層進めることが必要です。
また、家族経営協定（※２）の締結数を増やすなど、女
性の経済的地位や働く環境の向上を図ることや、家事や介
護、育児などが偏りがちとなる女性の負担を軽減し、仕事
と生活の調和が図られる環境を築くことも大切です。
（※２）家族経営協定…家族農業経営に携わる各世帯員が、

経営方針や役割分担、就業環境などを、話し合いに

よって取り決めること。

３月１０日は 農山漁村女性の日です

●問人権施策推進課 ℡２３‐３０９５

「農山漁村女性の日」は、農山漁村の
女性の役割を正しく理解し、女性の能力
発揮を進めようと定められました。

活力ある農山漁村の実現には
男女共同参画の推進が必要です

２３



し
ま
ね
の
郷
づ
く
り
応
援
サ
イ

ト
を
開
設
し
ま
し
た

●問
島
根
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推
進

課
℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
０
６
５

中
山
間
地
域
の
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
皆
さ
ん
を
応
援
す

る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
し
ま
ね

の
郷
づ
く
り
応
援
サ
イ
ト
」（

http://w
eb-gis.pref.shim

ane.
lg.jp/satｏ

/

）を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
イ
ト
は
、
地
域
の
情

報
や
活
動
を
紹
介
し
て
、
み
ん

な
で
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

中
山
間
地
域
の
地
区
ご
と
に
、

人
口
や
く
ら
し
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
「
し
ま
ね
の
郷
づ
く
り
カ

ル
テ
」
と
し
て
、
こ
の
サ
イ
ト

の
中
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
行
わ
れ
る
地
域
づ

く
り
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

●問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

℡
０
１
２
０‐

６７‐

４
５
１
０

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

会
社
概
要
や
採
用
予
定
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

期
日
・
場
所

３
月
１
日
㈯
、

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

内
容

▽
リ
ア
ル
ア
ド
バ
ン
ス

（
１０
時
〜
１２
時
）

▽
個
別
企

業
説
明
会
（
１３
時
〜
１６
時
）

対
象

平
成
２７
年
３
月
、大
学
・

短
期
大
学
な
ど
の
卒
業
予
定
者

お
よ
び
県
内
就
職
を
希
望
す
る

人
。

そ
の
他

▽
参
加
企
業
な
ど
、

詳
し
く
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ほ
い
く
る
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

（
参
加
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
℡
０
８
５
２‐

３２‐

５
９
５
７

パ
ネ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
で
活
躍
中
の
現
役
保
育

士
と
一
緒
に
、
手
遊
び
・
う
た

遊
び
や
お
茶
を
飲
ん
で
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時

３
月
５
日
㈬
９
時
３０
分

〜
１２
時

場
所

ホ
テ
ル
白
鳥（
松
江
市
）

対
象

保
育
士
の
資
格
を
お
持

ち
の
人
で
、
保
育
士
と
し
て
の

就
職
に
興
味
の
あ
る
人
。

そ
の
他

服
装
自
由
、
お
子
さ

ん
連
れ
の
参
加
も
可
能
で
す
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

３
月
６
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１０
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

３
月
６
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

３
月
２０
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２４
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

３
月
２０
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２２
年
１２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康

手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、

歯
ブ
ラ
シ
、
当
日
朝

の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

日
時

３
月
１２
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

保保

健健
日 時 ３月８日㈯１０時～１５時
場 所 広瀬●健
内 容 ○新感覚紙芝居ライブ

（１０時３０分～１１時）
・出演…よしととひうた
○安来市食生活改善推進協議会・学校
給食による試食（１１時～１３時）
※無くなり次第終了
○食育講演会（１３時３０分～１５時）
・演題…いのちをいただいて、つな

いで、育むこと
・講師…内田美智子氏（助産師・思

春期保健相談士）
○保育所・保育園の食育活動の展示、
健康相談、「とんでけリング」ゲー
ム、「親子で作ろう 粘土でバラン
ス弁当作り」など。

その他 講演会の参加、講演時の託児は要申込

食食育育フフェェスステティィババルル iinn ややすすぎぎ

●申●問子ども未来課 ℡２３‐３２２２

テーマ 食卓のあったかさは 生きる力

乳幼児期からの食育につ
いて、親子で一緒に楽しみ
ながら考えてみましょう。

２４



麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

平
成
２５
年
度
の
対
象
者
（
２

期
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

接
種
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

人
は
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
（
２
期
）

平
成
１９
年
４

月
２
日
〜
平
成
２０
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
。
（
幼
稚

園
・
保
育
所
の
年
長
児
に
相
当
）

接
種
期
間

平
成
２６
年
３
月
３１

日
ま
で（
接
種
期
間
内
は
無
料
）

そ
の
他

▽
対
象
者
に
は
個
別

に
ご
案
内
し
て
い
ま
す

▽
麻

し
ん
、
風
し
ん
の
両
方
に
か

か
っ
た
人
は
、
接
種
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
（
ど
ち
ら
か
一

方
に
か
か
っ
た
人
は
、
こ
の
混

合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
）

▽
接
種

可
能
な
医
療
機
関
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※
時
間
は
、
受
付
時
間
で
す
。

日
時
・
場
所

３
月
１８
日
㈫

▽
５
〜
６
カ
月
児
…
９
時
４５
分

〜
１０
時

▽
７
〜
８
カ
月
児
…

１３
時
３０
分
〜
１３
時
４５
分

場
所

広
瀬
●健

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
、

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

申
込
期
限

３
月
１４
日
㈮

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
幼
児
食
ク
ッ
キ
ン
グ

子
ど
も
の
野
菜
嫌
い
で
不
安

や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
お
す
す
め
の
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
。
ク
ッ
キ
ン
グ
を

し
な
が
ら
、
悩
み
を
解
消
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

３
月
１３
日
㈭
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

そ
の
他

託
児
あ
り
（
人
数
制

限
が
あ
り
ま
す
）

●●
保
健
師
さ
ん
と
お
話
会
〜
生

活
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
〜

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
を

テ
ー
マ
に
、
保
健
師
や
先
輩
マ

マ
さ
ん
と
お
話
し
て
不
安
を
解

消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

３
月
１９
日
㈬
１０
時
３０
分

〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

３
月
３
日
㈪
・
１０
日
㈪
・

１７
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
初
心
者
午

前
コ
ー
ス
」

日
時

３
月
１９
日
㈬
・
２０
日
㈭
・

２４
日
㈪
・
２５
日
㈫
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人
（
５
人

以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

せ
ん
て
い

●●
庭
木
剪
定
入
門
教
室

自
宅
の
お
庭
を
気
軽
に
手
入

れ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
訓
練
セ

ン
タ
ー
の
樹
木
を
使
い
、
専
門

家
が
基
礎
か
ら
わ
か
り
や
す
く

指
導
し
ま
す
。

日
時

３
月
１７
日
㈪
１３
時
〜
１６

時受
講
料

５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
要
申
込
（
５
人
以

上
で
開
講
）

▽
持
ち
物
…
剪

定
は
さ
み
・
の
こ
ぎ
り
、防
寒
・

雨
具
・
筆
記
用
具
。

教教
室室
・・
講講
座座

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

日 時 ３月２５日㈫～３月２９日㈯（５日間）
９時１５分～１０時１５分

対 象 ５歳～小・中学生
定 員 ５０人（先着順）
参 加 料 ４，８００円（本校会員は４，３００円）
申込受付 ３月３日㈪１１時より受付開始。

※参加料を添えてお申し込みください。
※電話・ファクシミリ・メールでのお申し込み、
予約などの受け付けはしておりません。

そ の 他 詳しくはお問い合わせください。

水の楽しさいっぱい。５日間連続受講で、
めきめき上達しよう。

●申●問安来市民プール スイミングスクール安来
℡２２‐０８４８

「春の水泳教室」参加者募集
スイミングスクール安来

２５



心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

福
祉
課
℡
２３‐
３
２
１
６

日
時
・
場
所

▽
３
月
６
日
㈭
・

１２
日
㈬
・
２４
日
㈪
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

▽
３
月
１３
日
㈭
１３
時
３０
分
〜
１５

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

日
時
・
場
所

３
月
１３
日
㈭
１１

時
〜
１６
時
、
安
来
中
央
●交

対
象

お
お
む
ね
１５
歳
〜
４０
歳

の
人
ま
た
は
、家
族
・
保
護
者
。

内
容

就
労
、
社
会
と
関
わ
り

に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
。

申
込
期
限

３
月
１１
日
㈫

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
松
江
地
方
法
務
局

℡
０
８
５
２‐

３２‐

４
２
０
０

日
時
・
場
所

３
月
６
日
㈭
１７

時
３０
分
〜
２０
時
、
松
江
テ
ル
サ

４
階
（
Ｊ
Ｒ
松
江
駅
前
）
※
今

回
か
ら
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
売

買
な
ど
の
登
記
や
会
社
設
立
、

土
地
の
境
界
問
題
、
家
庭
内
の

も
め
ご
と
、
近
隣
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
、
戸
籍
の
問
題
や
国
籍
の

取
得
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●申
●問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

２
３
４
（
平
日
１２
時
３０
分
〜
１５

時
３０
分
）

日
時
・
場
所

３
月
１５
日
㈯
１３

時
〜
１７
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
松
江
支
部（
松
江
市
南
田
町
）

内
容

相
続
、
遺
言
、
不
動
産

の
売
買
な
ど
登
記
に
関
す
る
こ

と
、
借
金
、
悪
質
商
法
、
裁
判
、

調
停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の

財
産
管
理
な
ど
。

そ
の
他

予
約
優
先
。

自
死
遺
族
の
た
め
の
相
談
会

（
無
料
・
要
予
約
）

●問
自
死
遺
族
相
談
ダ
イ
ヤ
ル（
島

根
県
心
と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー
）

℡
０
８
５
２‐

２１‐

２
０
４
５

自
死
に
よ
っ
て
大
切
な
ご
家

族
を
亡
く
さ
れ
た
後
、
相
続
や

借
金
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
場
合
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
お
悩
み
を
抱
え
て
い
る
ご

遺
族
に
対
し
、
司
法
書
士
と
心

と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

３
月
１５
日
㈯
１４
時
〜
１６

時
（
受
付
１３
時
３０
分
〜
）

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

そ
の
他

予
約
優
先
。
（
予
約

は
前
日
ま
で
受
け
付
け
）

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す

生
活
相
談

▽
安
来
会
場
…
９

時
〜
１６
時
、
広
瀬
会
場
…
１３
時

〜
１６
時
、
伯
太
会
場
…
１０
時
〜

１５
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡

２３‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会
場

１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１７
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

自
死
遺
族
の
想
い
を
伝
え
る
パ

ネ
ル
展

●問
「
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の

会
・
虹
」
事
務
局
℡
０
９
０‐

４
６
９
２‐

５
９
６
０

３
月
の
自
死
対
策
強
化
月
間

に
あ
わ
せ
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

３
月
１７
日
㈪
〜

３
月
２１
日
㈮
１０
時
〜
１８
時
（
２１

日
は
１７
時
ま
で
）、安
来
中
央
●交

内
容

無
念
の
遺
書
や
写
真
、

自
死
遺
族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
の
パ
ネ
ル
約
７０
枚
を
展
示
。

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト（
サ
ッ

ク
ス
と
ギ
タ
ー
の
演
奏
会
）

●問
安
来
市
立
図
書
館

℡
２２‐

２
５
７
４

日
時

３
月
１６
日
㈰
１７
時
３０
分

〜
１８
時
３０
分
（
閉
館
３０
分
前
よ

り
演
奏
開
始
）

場
所

安
来
市
立
図
書
館
１
階

奏
者

▽
サ
ッ
ク
ス
…
宮
本
美

香
氏
（
松
江
市
出
身
）

▽
ギ

タ
ー
…
長
田
ト
シ
ツ
グ
氏
（
出

雲
市
出
身
）

イベント情報
QRコード

相相

談談

イイ
ベベ
ンン
トト

日 時 ３月２日㈰１８時３０分～
場 所 安来市民会館大ホール
入場料 ３，０００円（全席自由席）
前売券取扱所

安来市民会館、でじたる工房い
ちかわ（プラーナ内）、カメラの
ハマダ本店ほか。
●問安来市民会館 ℡２２‐３３０８

桂桂
吉吉
弥弥
落落
語語
会会

安来市ふるさと大使の共演。
トークショーも行います。

ややすすぎぎ夢夢ラライイブブ

ＨＨ
ＡＡ
ＮＮ
ＺＺ
ＯＯ
ララ
イイ
ブブ

２６



賠償責任保険

（限度額）

身体・財物賠償
合算１事故５億円

ただし身体賠償は
一人１億円

傷害保険金額

入院（日額）

通院（日額）

４，０００円

１，５００円

４，０００円

１，５００円

４，０００円

１，５００円

２，５００円

１，０００円

１，８００円

１，０００円

後遺障害
（最高）

３，０００万円

３，０００万円

３，０００万円

１，５００万円

９００万円

死亡

２，０００万円

２，０００万円

２，０００万円

１，０００万円

６００万円

年間掛金

（１人当たり）

８００円

８００円

１，８５０円

１，３００円

１，０００円

加入

区分

Ａ１

Ａ２

Ｃ

ＡＣ

Ｂ

補償対象となる

団体活動

スポーツ活動、文化・ボ

ランティア・地域活動

文化・ボランティア・

地域活動

スポーツ活動、指導・

審判

子どもへのスポーツ活

動の指導・審判

スポーツ活動

加入対象者

中学生以下

高校生以上

６５歳以上

たぐいまれな才能と努力で彫
刻家としての道を切り開いた、
安来市出身の米原雲海。
その人と作品について、近年
の研究成果を交えてお話します。

文化
講演会

「スポーツ安全保険」に加入しませんか（平成２６年度の受付は３月１日から）

日 時 ３月１６日㈰１４時～１５時３０分
場 所 和鋼博物館映像ホール（入場無料）

さこんじゅう

講 師 左近充直美氏
（島根県立石見美術館専門学芸員）

米原雲海の人と作品

平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日

安来が生んだ彫刻家

スポーツ、文化・ボランティア・地域活動を行う５人以上の団体（グループ）が対象です

●申込書は、地域振興課（安来中央●交内）に設置しています。
※スポーツ安全協会のホームページ（http：／／www.sportsanzen.org）で、インターネットに
よる加入受付を行っています。

●問文化課 ℡２３‐３３１６

新新安安来来市市発発足足１１００周周年年記記念念

米米原原雲雲海海展展ププレレイイベベンントト

●問・スポーツ安全協会島根県支部 ℡０８５２‐２１‐５３８８
・地域振興課 ℡２３‐３０７５

▲米原雲海作
「ジェンナー像」
（東京国立博物館）

（加入区分は、下表のほかにもあります）

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

保険期間

安来市加納美術館では、４月１日から休館日を
設けるとともに、開館時間を延長します。

休館日 毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌日）
開館時間 ９時（変更前１０時）～１６時３０分

ていちゃ

美術館鑑賞後、茶室にて呈茶。
お茶碗の造形・表情・重さ・高台
など、手にとってご覧いただけます。
日時 ３月９日㈰１０時～・１３時～
場所 安来市加納美術館
料金 ２，５００円（美術館入館料・

季節のお菓子・お茶代含む）
申込期限 ３月４日㈫

団体活動中の事故（往復中を含む）

人間国宝の名碗を愉しむ会

●申●問安来市加納美術館 ℡３６‐０８８０

休館日・開館時間変更のお知らせ

加入区分・掛金・補償額

対象となる事故

▲金重陶陽作
くつちゃわん

「沓茶碗」

▲伊勢﨑淳作
ひ だすきちゃわん

「緋欅茶碗」

２７




